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お客様ならびに ご家族様の立場に立ち 

生きている喜びを感じられる 

生活の場所作りを目指します 
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
 

 
旧
年
中
は
、
皆
様
に
格
別
な
ご
支
援
ご
高
配
を

賜
り
ま
こ
と
に
有
り
難
く
、
お
礼
を
申
し
あ
げ
ま

す
。
 

 
国
内
で
は
財
政
事
情
の
悪
化
、
震
災
復
興
対
策

や
電
力
資
源
の
問
題
な
ど
多
く
の
課
題
が
山
積

み
し
て
い
る
な
か
新
年
を
迎
え
て
お
り
ま
す
が
、

政
府
に
は
「
税
と
社
会
保
障
の
一
体
改
革
」
に

し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
な
ど
、
国
民

に
と
っ
て
今
年
が
良
い
年
に
な
る
よ
う
努
め
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

 
こ
う
し
た
な
か
、
「
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
吉
祥
」
を

三
月
二
十
四
日(

日)

に
開
設
い
た
し
ま
す
。
 

 
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
は
、
ご
家
族
の
介
護
負
担
の

軽
減
に
お
役
に
立
つ
施
設
と
し
て
、
あ
る
い
は
、

病
院
退
院
後
の
自
宅
復
帰
を
支
援
す
る
施
設
と

し
て
利
用
要
望
の
高
い
施
設
で
す
。
 

 
私
ど
も
で
は
、
そ
う
し
た
社
会
の
ニ
ー
ズ
や
地

域
の
要
望
を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
、
ご
利
用
者

や
ご
家
族
の
安
全
で
安
心
な
生
活
に
、
真
に
寄
与

す
る
施
設
の
運
営
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
 

 
利
用
者
の
皆
さ
ん
は
も
と
よ
り
ご
家
族
の
皆

さ
ん
に
喜
ば
れ
ご
満
足
の
頂
け
る
施
設
と
し
て
、

職
員
一
同
が
着
実
に
前
進
し
努
力
し
て
ま
い
り

た
い
と
存
じ
ま
す
。
 

 
皆
様
に
は
、
本
年
も
よ
り
一
層
の
ご
支
援
を
賜

り
ま
す
よ
う
職
員
一
同
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。
 
 
 

 
 

 

 

昨
年
中
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い
ろ
い
ろ
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話
に
な
り
 

心
よ
り
お
礼
申
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ま
す
 

 
今
年
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ど
う
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よ
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し
く
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た
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短期入所生活介護 

ショートステイ   

  

地域の高齢者のみなさまに、安心と安全の介護サービスを提供いたします。 

【利用定員】  30人 
【サービス内容】  ・送迎サービス   ･全室個室 
                                   ･機械浴入浴可 ・レクリエーション 
            ・イベント 他 
【提携医療機関】  ・クワヤ病院  ・トイバナクリニック  
            ・さとう内科クリニック 
            ・安元クリニック  ・大塚歯科医院 
            ・はまおか歯科医院  
 

平成25年 

２月末、完成予定 

3月24日 開所 

 ショートステイ吉祥は介護保険制度の改定や地域のニーズ、サービス利用者の不安など在宅での生活をバックアップする地域に根ざした施設

サービスの必要性を感じ開設する事になりました。 
 介護福祉サービス機関はもとより医療や地域福祉を支える一員として、一体的かつ適切な運営で地域の高齢者のみなさまに安心、安全な介護

サービスを提供いたします。 
 ショートステイ（短期入所生活介護）は介護に携わっている家族が病気になったり、冠婚葬祭や旅行などで一時的に介護ができない場合などに

利用します。またそうした介護が困難な場合だけでなく、介護者の負担を軽減するために定期的にショートステイを利用するなど、積極的な活用も

できます。 
 ショートステイをご利用できる方は、65歳以上の要支援、要介護認定されている方、40～64歳で特定疾病により要支援、要介護認定されている

方です。 
 ショートステイのご利用には、介護支援専門員（ケアマネージャー）にご相談の上、居宅介護計画（ケアプラン）の作成が必要となります。ご自身

の担当ケアマネージャーにご相談の上お申し込みください。（申し込みはケアマネージャーの業務となります。） 
 見学等は常時承っております。 
                           
                                              社 会 福 祉 法 人 吉 祥 
                                                     担当  樋口、橋本 

                                             087-841-8100  



デイサービス 
（9月） 
岸下テルコ様 

林 アキノ様 

 

（10月）           (11月)    (12月） 
豊田ミツコ様   宮崎 桂子様  奥村 岩雄様 

鈴木 政行様   織田 淑子様  大久保敏弘様 

中川 廣行様   美濃 正徳様  川島 政義様  

         竹村 美枝様  池内 静夫様 

                 溝渕 榮様 

                                                   堀池 科様 

             

                                   

                                                                                                                   

 

ケアハウス 
（9月） 
淡路 重利様 

長町 政則様 

松井アヤ子様 

杉野冨士子様 

木太 恭子様 
 

 

 

（10月）    （11月）   （12月）  
児島千代子様    木村 昇様      柴野香代子様 

橋本智恵子様      青木マサヨ様   

岩﨑美恵子様      坂東喜代子様 

          久保 静子様 

          武田登美子様 

          宮本 正義様 

    

               

11月24日に吉祥2階地域交流室にて 
 

ボランティアの皆様、ありがとうございました。 

・楠神 堅慈様 ・本田 宏子様 ・吉田 ちあき様 ・キラキラ星の皆様 

・日赤奉仕団の皆様 ・佐藤 君枝様他5名様 ・串田様、有岡様 

・新田幼稚園の皆様 ・江尻立美様 ・日赤救急指導員塩尻 一広様 

・辰巳 裕子様 ・竹内 冨士子様 ・長尾 桂子様  

・さくらんぼの会の皆様 ・ハウオリズ・アケタマサコ・フラスタジオの皆様 

・高松ハーモニカサークルの皆様       

 晴天に恵まれた中、赤組と白組に分かれて運動会を開催しました。 

 ロープの先の置物を引っ張る競技、引っ張れグイや玉入れを行っているときは皆様顔つきがとても真剣で、お互いに声をかけ合いながら取り組まれ

ていらっしゃいました。パン食い競争や職員による余興では、皆様リラックスされたご様子で終始笑顔でいらっしゃいました。 

 利用者様、ご家族様、職員が一体になり、最高な運動会になりました。(Y.S) 

  

 このたび、久保静子様が、めでたく１００歳の 
お誕生日を迎えました。 
お誕生会では、『君が代』を英語で 
歌ってくださいました。 

敬老会、恒例の 
幼稚園児による 
肩たたき▼ 

あれれ？ 
手を使ってパンを取っては 
いけませんよ（＾ｕ＾） 

 特定の白井美恵子様、デイの福井清美様 
息の合った宣誓をありがとうございました!! 

吉祥大運動会 



　

デ イ サ ー ビ ス

居 宅 介 護 支 援 事 業 所
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社会福祉法人　　吉祥
〒761-0104　高 松 市 高 松 町 897 番 地 9 

ケ ア ハ ウ ス

特 定 施 設 入 居 者 生 活 介 護

平成24年9月～12月までの苦情の申し立ては、1件ありました。この件に関しまして原因を調べ、対応策を講じ,ご理解いただくことができました。貴重な

ご意見ありがとうございました。今後とも皆様の率直なご意見、ご要望をお待ちしております。そしてより良いサービスを提供できるよう取り組んでまい

ります。 
 

ご意見をお寄せください 

 新春の候、厳しい寒さが続きますが体調はいかがでしょうか。昨

年は、さまざまな行事に多くのご家族様にお越しいただきありがと

うございました。特に運動会では、皆様全身を使っていい汗を流

され、とても楽しい時間を過ごすことができました。今年もまた多く

の笑顔に出逢えるよう地域の方々にもご協力頂きながら職員一同

努めてまいります。今年もインフルエンザ等の感染症が流行して

おりますが、どうぞお体には十分お気を付けください。（T.S） 

社会福祉法人  吉祥 

編集後記 

あ な た が 主 役 の 施 設 で す 

あなたは倒れている人を見つけたらどうしますか？ 

・入間東部地区消防組合消防本部ホームページ 
・日本医師会ー救急蘇生法サイト 

  

 吉祥でも、心肺蘇生法の研修を行いました。心肺停止を疑い早期に対応することの大切さを学びました。119番通報の仕方とAEDの手配、心肺蘇生法など人形

を使って行いました。 
 施設関係者として研修で学んだことをどの場面でも生かせるようにしたいと思います。（M.Y） 

1  ①周囲の安全確認 
    ②肩を叩きながら声をかける 
 

2 ①大声で助けを求める 
    ②119番通報 
    ③AED搬送を依頼 

3 呼吸の確認  
  胸とお腹の動きを観察し 
  10秒以内で「普通通りの息」をしている 
  か確認。※あえぎ呼吸は心肺停止 

4 呼吸がなかったらすぐに胸骨圧迫 
  
   強く：成人ー5㎝の深さ 
       
  速く：１分間に少なくとも100回の速さ 
 
絶え間なく：中断を最小にする（左図参照） 

5 胸骨圧迫30回のあと気道確保し人工呼吸２回 

・１回に約１秒 
・胸の上がりが見える程度の量を 
 2回吹き込みます 

6 何も反応がない場合、5番を繰り返す 

心肺蘇生法訓練の一コマ▲ 
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